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一般社団法人茨城県空手道連盟設立記念 

茨城県知事杯 第２４回茨城県少年少女空手道選手権大会要項 
（第２４回全日本少年少女空手道選手権大会茨城県予選会） 

（第１３回関東少年少女空手道選手権大会茨城県予選会） 

         

                                     
                                                                           

１ 日  時   令和６年４月２８日（日） 
         午前の部：形競技 （男・女） 
         入 館 ８時００分   

         受 付 ８時１５分      審判会議 ８時３０分 

         開会式 ９時００分      試合開始 ９時２０分 
 
         午後の部：組手競技（男・女） 
          
２ 会   場   東日本技術研究所武道館（堀原運動公園内） 
         〒３１０− ００４５ 
         茨城県水戸市新原２− １１− １ 
 
３ 主  催    一般社団法人茨城県空手道連盟 
 
４ 後  援    茨城県 茨城県教育委員会 （公財）茨城県スポーツ協会 
                 茨城新聞社 
 
５ 種   目 
（１）組手競技個人戦 

（ア）トーナメント方式とし、３位決定戦を実施する。 

（イ）競技時間は１分３０秒フルタイムとする。 

（ウ）勝敗は、競技時間内に６ポイント差が生じた場合、あるいは反則・棄権・失格、又は 

競技終了時に得点の多い選手を勝ちとする。競技時間終了時に同点で先取が無く、ビ

ックポイントも無い場合は、判定によって勝敗を決する。 

（エ）組手安全具 

・安全具は全日本空手道連盟承認のものを装着すること。安全具のない選手は出場で 

 きないので、充分注意すること。なお、これらの安全具は選手各自において用意する 

こと。 

    ・メンホー（Ⅵ以上/マウスシールドの着用は任意とする）・ボディプロテクター・拳 

サポーター（全空連検定小学生用赤・青リバーシブル）・インステップガード及びシ 

ンガード 

・セイフティカップは、１・２年生は任意、３年生以上は義務とする。 
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（２）形競技個人戦 

（ア）予選ラウンド 

・ベスト１６以下（ベスト８決定まで）は旗判定トーナメント方式とし、２名同時に 

 行う。全空連基本形Ⅰ～Ⅳの中から選択することとし、同じ形を繰返し演武すること 

 ができる。 

・形の呼称は従来どおり、平安、ピンアン、撃砕を用いる。 

（イ） 準決勝ラウンド 

・点数方式とし、２名ずつ演武する。 

・ベスト８の選手をＡグループとＢグループそれぞれ４名に分ける。 

・Ａグループを赤帯、Ｂグループを青帯とし、以降決勝戦まで帯の色は変わらない。 

・グループ分け並びに演武順は抽選とする。 

・予選ラウンドで使用していない基本形または第１指定形、第２指定形から選択し演武 

する。 

    ・同点の場合は採用された最低点を比較し、次に最高点を比較し順位を決定する。 

    ・それでも同点の場合は再演武とする。 

    ・再演武では、予選ラウンドで使用した形は演武できない、ただし準決勝ラウンドで 

     使用した形は繰り返し演武することができる。 

・準決勝ラウンド各グループで４位の選手は全体の７位が決定する。 

（ウ）３位決定戦 

・Ａグループの２位とＢグループの３位、Ａグループの３位とＢグループの２位が対戦 

し勝者が全体の３位となり、敗者が全体の５位となる。 

・点数方式とし、１名ずつ演武する。 

・技術面と競技面を含めた１回の得点で評価する。 

・予選ラウンド、準決勝ラウンドで使用していない基本形Ⅰ～Ⅳ並びに第１指定形、第 

２指定形の中から選択し演武すること。 

・同点の場合は採用された最低点を比較し、次に最高点を比較し順位を決定する。 

・それでも同点の場合は再演武とする。 

・再演武では、予選ラウンドで使用した形は演武できない、ただし準決勝ラウンド、準

決勝ラウンドの再演武で使用した形は演武することができる。 

（エ）決勝戦 

    ・Ａグループ、Ｂグループ１位同士で対戦し、勝者が全体の１位、敗者が２位となる。 

・点数方式とし、１名ずつ演武する。 

・技術面と競技面を含めた１回の得点で評価する。 
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・予選ラウンド、準決勝ラウンドで使用していない基本形Ⅰ～Ⅳ並びに第１指定形、第 

２指定形の中から選択し演武すること。 

・同点の場合は採用された最低点を比較し、次に最高点を比較し順位を決定する。 

・それでも同点の場合は再演武とする。 

・再演武では、予選ラウンドで使用した形は演武できない、ただし準決勝ラウンド、決 

勝戦及び準決勝ラウンドの再演武で使用した形は演武することができる。 

 

（３）監督（１名）・コーチ（１名）の服装は，白の空手衣を着用。監督は、県連貸出ビブス 

着用。 

（４）審判団は、全国・地区・茨空連公認審判員有資格者で編成する。 

（５）その他 

（ア）本大会に出場する選手は、傷害保険（各団体において）に加入済みであること。 

（イ）出場選手が競技中に負傷した場合、主催者において応急処置を行うがその後の責任は 

負わない。万一に備えて健康保険証を持参すること。 

（ウ）本大会に出場する選手は、公益財団法人全日本空手道連盟会員登録者及び茨城県空 

手道連盟会員登録者であること。未登録者は出場出来ない。 
 

６ 出場制限 

   １名の出場枠は男女とも、２種目（形・組手）とする。 
 
７ 大会参加費 

  １種目 ３，０００円 ／ ２種目 ６，０００円 
 
８  申込み先及び期日 

各団体長の責任において、所定の様式により定められた期限までにまとめて申し込むもの 

とする。 

なお、参加料は次項の｢銀行口座｣に振り込むこと。 

また、エクセルデータを下記アドレスにお送りください。 

 

 （１）お振込口座 

     【金融機関名】常陸農業協同組合  【支店名】 御前山支店 

     【口座番号】 ００１３６３９   【種別】  普通 

     【口座名義】 茨城県空手道連盟 代表 上久保 成人 

※所属団体長以外の振込の場合、必ず申込先まで連絡して下さい。 

 

 （２）大会申込先   
茨城県空手道連盟 大会委員会 上久保 成人 宛 
Ｅメール sitokai_ogawa@yahoo.co.jp 
TEL      ０８０− １１８０− ６６０２ 
・記載ミス等を防ぐため、メールによりエクセルデータでお申し込みをお願い 
いたします。 

     
  

 

mailto:sitokai_ogawa@yahoo.co.jp
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（３）申込期限       

    令和６年３月１０日（日）必着。(申込締切後の受付はしない｡） 

※令和６年３月１１日～３月１７日までの間に振込をすること。（厳守） 

組合せ抽選会 令和６年３月１７日（日)  

 

９ その他 

（１） 役員・審判員も茨空連・全空連会員登録者であること。 

 

  （２）第２４回全国少年少女空手道選手権大会 

令和６年８月８日（木）～１０日（土）／東京武道館（東京都） 

※全日本少年少女空手道選手権大会出場者で、全空連会員証 ０８-○○− ○○○○の方

は、コピーが必要となります。(拡大縮小不可) 

  

  （３）第１３回関東少年少女空手道選手権大会 

    令和６年１１月９日（土）１０日（日） ／東日本技術研究所武道館（茨城県） 

 

 （４）平成２７年度より、全空連級位・段位の所持を義務付けることが決定されています。 

級位申請及び段位登録を必ず行ってください。 

 

※重要事項 

  本大会は、第２４回全日本少年少女空手道選手権大会及び第１３回関東少年少女空手道選手

権大会の予選会を兼ねる。そのため、選手１名のエントリー枠は２種目とする。どちらか１種

目でも可とする。 

 

出場枠 

・第２４回全日本少年少女空手道選手権大会（男・女）上位２名 

 （１人１種目のみ） 

・第１３回関東少年少女空手道選手権大会（男・女）上位４名 

 （１人２種目出場可） 

 

上記の出場枠のことから、茨城県予選会では、２種目エントリーした選手が、形、組手とも上位

２位以内に入賞した場合の取り扱いは以下のとおりとする。 

 

氏名 形順位 組手順位 全国少年少女出場 

茨城 花子 １位 ２位 形出場 

茨城 梅子 ２位 １位 組手出場 

茨城 太朗 １位 １位 本人の希望 

茨城 次郎 ２位 ２位 本人の希望 

 

・全日本少年少女空手道選手権大会には、成績の上位の競技に出場するものとする。 

・１名の選手が、形、組手両方上位２位以内に入賞し、全日本少年少女空手道選手権大会に片方

の競技にしか出場できないため、片方に欠場ができる。その場合３位の入賞者が繰り上がり出場

とする。 

・関東少年少女空手道選手権大会は両方出場可能のため、上位４名の選手が出場となる。 


